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授業アンケー トの実施 (全校実施 )

趣 旨

平成25年度から、評価・育成システムにおいて「授業力」評価を実施するためには、すべての

学校で授業アンケートを実施していただ<ことが必要になります。

そこで、平成24年度中に府内すべての学校で授業アンケートを実施していただ<とともに、府

教育委員会として授業アンケート実施に当たっての課題等を把握します。ただし 今回の授業アン

ケートの結果は、平成24年度の教員評価と直接関連させることはありません。

内 容

府教育委員会が「3 アンケートの作成・実畑 において示す授業アンケートの内容を踏まえ、

市町村教育委員会や府立学校において作成した授業アンケートを平成24年度末までにすべての

学校で実施します。

アンケー トの作成・実施

「授業力」評価は、生徒又は保護者による授業アンケートの結果を踏まえて行いますので、各学

校で行わねる授業アンケートの項目には一定の共通性が求められます。このため、言羽面・育成シス

テムにおいて活用する授業アンケートについては、以下の通り府教育委員会が校種や子どもの状況

に応じた実施方法と内容を示します。その内容を踏まえた上で、実際に使用するアンケートについ

ては、市町村教育委員会や府立学校において作成臥 首席、指導教諭、教諭のうち、当該年度に授

業を行つている教員の授業について実施をしていただきます。



【小学校】(資料1参照)

小学校では、児童の発達段階を考慮臥 児童に直接質問するのではな<、 保護者を対象に、

児童の普段の様子、授業参観時の教室の様子等を参考にして授業に対する意見を求めることと

します。

(1)実施方法  保護者あてに家庭配付臥 記名の上提出
・アンケート用紙の保護者への配付は、原則として児童を通じて行う

が、直接保護者に配付することも可

・アンケートの回答の回収に当たっては、回答者のプライバシーに十

分配慮 (例 :封筒に封をして担任に提出、校内に専用の提出箱を設

置等)

(2)内  容  府教育委員会が示す5つの観点を必須として実施
各市町村教委や各学校で独自の観点や自由記述欄を付け加えることも

噸 5鎌 師騨」

興味・関心・意欲の向上 お子様は、授業を受けてその内容に興味や関心や意欲を持つようになつて
いますか。

学習内容の習得 お子様は、授業の内容がわかるようになつていますか。

個の状況に応じた支援 お子様は、授業でわからないときやもつと知りたいとき、そのことについ
て教えてもらえていますか。

望ましい学習集団の育成 お子様は、授業は質問や発表などがしやすい雰囲気だと感じていますか。

児童への適切な評価 お子様は、授業で頑張つたことを認めてもらえたと日つていますか

可

鰤 曇竜毅臓鷺卸市,きず摯す1守|ヽでき魏̈ 1難
"(教

離■状
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【中学校】(資料 1参照)

中学校では、生徒の受け止めを間うとともに、自由記述欄を設定した場合には保護者を対

象に、生徒の回答内容や普段の様子、授業参観時の教室の様子等を参考にして授業に対する意

見を求めることとします。

(1)実施方法  保護者あてに家庭配付臥 記名の上提出
・アンケート用紙の保護者への配付は、原則として生徒を通じて行う

が、直接保護者に配付することも可

・アンケートの回答の回収に当たっては、回答者のプライバシーに十

分配慮 (例 :封筒に封をして担任に提出、校内に専用の提出箱を設

置等)

(2)内 容  府教育委員会が示す5つの観点を必須として実施
各市町村教委や各学校で独自の観点や自由記述欄を付け加えることも

可

嫉 5鏃 i::::i:::]       |:,」             |

興味・関心・意欲の向上 授業を受けて、その教科の内容をもっと学習しようと思いますか。

学習内容の習得 授業を受けて、その教科の内容はわかるようになりましたか。

個の状況に応じた支援 教科の内容がわからないときやもつと知りたいとき、そのことについて教
えてもらえますか。

望まし輸学習集団の育成 授業中は、質問や発表などがしやすい雰囲気ですか。
生徒への適切な評価 授業で頑張つたことをきちんと認めてもらえますか。

各教科の回答●普段の様子|1授業参観等を参考に記入|して<ださい
「
できる限り●1具体的|(教科名●状

況・希望■等>|に記入して<ださい:
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【高等学校】 (資料2参照)

高等学校では、全校 。全教員共通の必須質問を2間設定臥 授業に対する生徒の意識を問

うこととし 以下により実施します。ただ臥 既に授業アンケートを実施した学校や実施計

画の進んでいる学校においては、この限りではありません。

(1)実施方法  各学校で生徒が回答
eLHR等での一斉実施が原則
・回答者のプライバシーには十分配慮

(2)内  容  府教育委員会が示す全校・全教員共通の 2質問を必須として実施
各学校で独自の観点や自由記述欄を付け加えることも可

全校●全教員共通の質問|(授業に対する生徒の意識)

授業内容に、興味 0関心をもつことができた。

授業を受けて、知識や技能が身に付いたと感じている。

1    舘鷺襲融滞|ム|:1基:|,名畠も
改善して欲しいと思う授業があれば書いて―ください も)

【特別支援学校】

幼稚部、小学音剛こおいては幼児、児童に直接質問するのではな<、 保護者を対象に、幼児、

児童の普段の様子、授業参観時の教室の様子等を参考にして授業に対する意見を求めること

とL/1す。

中学部、高等部においては、可能な範囲で生徒の受け止めを問うとともに、保護者を対象

に、生徒の回答内容や普段の様子、授業参観時の教室の様子等を参考にして授業に対する意

見を求めることとします。なお、実施方法や内容についても、子どもの状況に応じてそれぞ

れ適切な方法を選択します。

(1)実施方法  未定 (現在検討中のため、完成次第お伝えします。)
(2)内  容  未定 (現在検討中のため、完成次第お伝えします。)
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4 アンケー ト結果の集計
今回の授業アンケートの全校実施では、府教育委員会としてアンケート作成から集計分析等を

一体的に行うソフトを用意臥 希望のある市町村教委や府立学校に配付します。これによリアン

ケート結果を十分に分析できるかどうかを確かめていただ<とともに、さらに必要な機能につい

てご意見をいただき、ソフトのさらなる充実を図つてまいります。なお、今回得られたデータに

ついても、教員の育成の観点からの活用をお願いします。

(1)観点 (質問)ごとの結果の把握

アンケート結果を教員ごと、観点 (質問)ごとに集計します。教員の授業に対する子ども

や保護者の受け止めを観点 (質問)ごとにまEIBすることで、教員の育成に役立てて<ださい。

(2)教員ごとの集計結果の把握

すべての観点 (質問)の トータルの集計を教員ごとに行います。教員の授業に対する子ど

も劇呆護者の受け止めをトータリИこ把握することで、教員の授業力の育成に役立てて<ださ
~        

い。

(3)集計結果のグラフイヒ (資料3参照)

集計結果をグラフ化することにより、授業に対する児童・生徒や保護者の受け止めをビジ

ュアリИことらえることも可倉日こなります。

5 府教育委員会による調査
今回の授業アンケート実施と集計の取組みについて、以下により11月と3月を目途に調査を

行う予定ですので、ご協力をお願いします。

(1)調査の目的

11月 授業を行う教員の評価にかかる新しいシステムを導入するに当たり、府教育

委員会として課題整理を行い、平成25年度の改定に向けた必要な改善を行う。

3月 授業を行う教員の評価にかかる新しいシステムについて、平成25年度以降

のよリー層の改善に向け、府教育委員会として課題整理を行う。

(2)調査内容の概略

フ アンケートの作成段階
・ 項目は府教育委員会の示した見本で十分だつたか
・ 見本をもとに独自のアンケートを作成した場合、課題となつたことは何か
・ その他にどのような課題があつたか
イ アンケートの実施段階
・ 保護者への説明に当たり課題となつたことは何か
・ その他にどのような課題があつたか

ウ アンケートの回収段階
・ 回答数を増やすために課題となつたことは何か
・ 安全に回収するために課題となつたことは何か
・ その他にどのような課題があつたか
エ アンケートの集計・分析段階



集計の結果は児童 0生徒や保護者の受け止めを正し<反映していると感じられるか

集計を行う上で課題となつたことは何か

集計に要した時間は延べどれ<らいか

集計ソフトを使う上で課題となつたことは何か

集計ソフトには他にどのような機能が必要か

その他にどのような課題があつたか
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‖ 授業アンケートを踏まえた「授業力」評価の実施 (モデル実施)
1趣 旨
平成25年度から、評価・育成システムにおいては授業アンケートの結果を踏まえた「授業力」

評価を実施する方向で検討しています。このため、校長、准校長、教頭 (以下、「校長等」という。)

が「授業力」評価のヨllEを確認するとともに、府教育委員会として実施に当たっての課題をま巴屋し

ます。

2  募訓売1交

(1)府立学校については、9月から11月に「授業力」評価を実施していただ<学校 (以下、「モ

デル校」という。)を、府教育委員会が指定します。

(2)モデル校以外の府立学校及び市町村立学校については、学校や市町村教委の実情に応じて、

3の実施手順について可能な範囲で実施して<ださい。

3 実施手|1頂
以下の手順により、授業アンケートの集計結果を踏まえた授業観察と指導助言から「授業力」評

価までについて実施して<ださい。ただ臥 この取組みによる「授業力」評価は、平成24年度の

教員言刊面と直接関連させることはありません。

【授業観察と指導 0育成】(資料4参照)

(1)授業アンケートの結果を踏まえ、校長等により授業観察や指導助言など適切な支援を実施し

ていただきます。なお、授業観察の際には「授業観察剰 に必要事項を記入します。

【「授業力」評価の実施】(資料5参照)

(1)授業観察を行つた教員について、「『授業力』評価剰 に「授業アンケート」の結果や「授業

観察票」の結果を転記L/1す。

(2)そのイ似 授業に関して「発揮された能力 (態度・行動)」 について、「具体的な内容等」の欄

⌒       に記入し それぞれについての判断を記入します。
(3)校長等が、「授業アンケート」の結果、「授業観察票」の結果や「発揮された能力 (態度 0行

動)」 についての判断をもとに「授業力」を評価します。
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4 府教育委員会による調査
平成 24年度の「授業力」評価 (モデル実施)の取組みについて、以下により11月と3月を

目途に調査を行う予定ですので、ご協力をお願いします。

(1)調査の目的

11月 授業を行う教員の評価にかかる新しいシステムを導入するに当たり、府教育

委員会として課題整理を行い、平成25年度の改定に向けた必要な改善を行う。

3月 授業を行う教員の評価にかかる新しいシステムについて、平成25年度以降

のよリー層の改善に向け、府教育委員会として課顕撃理を行う。

(2)調査内容の概略

ア 授業観察と指導・育成の段階
・ 授業観察や指増助言を行う上で課題となつたことは何か
・ 授業観察を行う上で、「授業観察票」に課題はあるか
・ 教員の育成を行う上で、「授業観察剰 は役に立つか
イ 「授業力」言Π面の実施の段階
。 「授業力」評価を行う上で、「『授業力』評価票」に課題はあるか
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平成 24年度の取組スケジュール

各学校においては、平成24年度末までに、

っていただきます。

<府立学校>

鎌
曇

授業アンケートの作成、実施、集計及び分析を行

<市町村立学校>
モデル校

8月
府教育委員会案の説明

(府立学校校長 0准校長、市町村教育委員会へ)

9月

10月

11月

12月

1月

2月

・教職員への説明 (9月上

旬～)

・保護者等への説明 (支援

学校・ 9月上旬～)

・授業アンケートの作成

実施 (未実施の学校)

・教職員等への説明 (9月

上旬～)

・保護者等への説明 (9月

上旬～)

・授業アンケートの作成、

飢 舗

・「『授業力』言刊面」のモデ

ル実施 (～ 11月まで)

・教職員等への説明 (9月～)

・保護者等への説明 (9月～)

・授業アンケートの作成t実

施

取組状況に関する府教育委員会による調査
(府立学校校長・准校長、市町村教育委員会へ)

:
:

|          システム改定へ砺 虫 新しい「手ヨ|き」等の作成          |
:

:

1            取組状況に関する府教育委員会による調査            |
(府立学校校長・准校長、市町村教育委員会へ)           |

1~~…

… … … … …
~― ― ― ― ― … … … …

1-

* なお、モデル校以外の学校については、学校の実情に応じて「『授業力』評価」のモデル実施に倣つた取組

みを、可能な範囲で実施してください。
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iV 資料集

■授業アンケー トの作成方法と見本 (小中学校)

○アンケートは、小学校では保護者を対象に、中学校では生徒と保護者を対象に実施します。

○アンケートは保護者あてに各家庭に配付臥 記名して提出していただきます。

○アンケートは専門的な指導技術等をPo5うのではな<、 授業を受けた子どもたちの受け止めを中心に意見

を求めるものとt/1す。

○小学校は、児童の発達段階を考慮し、児童に直接質問するのではな<、 保護者を対象に、児童の普段の

様子、授業参観時の教室の様子等を参考にして授業に対する意見を求めるものとL/1す。

○中学校は、生徒の授業の受け止めを問う質問とともに、原則として、保護者を対象に生徒の回答内容や

普段の様子、授業参観時の教室の様子等を参考にして授業に対する意見を求めるものとt/1す。

○各学校の判断で適切な観点・質問を設定することとしますが、以下に示した観点(必須観劇 に関する質問

⌒     は必ず意見を求めるものとします。

アンケートの必須観点等について

囃 質問例 (※各観点に則つて、各学校で1～3間程度設定して<ださい。)

貼・酬・諏 虻

・あなた|よ 授業を受けて、その教科の内容をもっと学習しようと思いますか
。授業の中で、あなたが興味や関bをもてる内容がありますか
0授業を受けて、その教科の内容をもつと学習しようと思いますか…等

摺蜘 鵬

・あなた|よ 授業を受けて、その教科の内容はわかるようになりましたか

・授業の中での説明や質Fo3の言葉|よ あなたにとつてわかりやすいですか
。黒板に書かれた内容や見せてもらう資料|よ あなたにとってわかりやすいですか

・あなた|よ 授業でやるべきことがよくわかつていますか…等

幽 |]応じ醐

0あなたが教科の内容がわからないとき、そのことについて教えてもらえますか
。あなたが教科の内容をもっと矢]りたいとき、そのことについて教えてもらえますか

・授業中、あなたが考えたり、作業したりしているとき、先生からアドバイスしてもらえますか
。教科の内容をもつと知りたいとき、そのことについて教えてもらえますか…等

望ま眺喘醐詞瞬5成
・授業中|よ あなたにとって質問や発表などがしやすい雰囲気ですか
◆授業|よ あなたにとつて学習L/●すい雰囲気ですか。…等

腱 訟 碗 聴 鰤 。あなたが授業で頑張つたことをきちんと認めてもらえますか…等

(柳 帥 ・あなた|よ 授業を受けて・・・。・・・。●●●●●●◆●

※小学校アンケートは保護者対象なので、質問は「お子さまは、(OOのように)なつていますか。」、「お子さ

まは(○○のように)思つていますか。」という表現に変更することが必要です6

※中学校アンケート及び小学校アンケートの専科授業部分については、各教科の特性によつて質問の

表現の読み替えが必要です。

(例 :体育「わかるようになつた」→「できるようになつた」 音楽「質問や発表J→「質問や演奏」…等)

※各学校での独自観点は、各校のめざす授業の実現への評価等について、適切に設定してください。

【観点例】活動の場面の構成

【質問例】「あなたは授業中じつくり考える時間がありましたか」・「あなたは授業中発表する機会が多いです
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か」・「あなたは授業中、他の子と話し合う機会が多いですか」・「授業中に家で勉強する方法を教

えてもらえますか」・・・等



見本 ―小学校
■

保護者・児童の皆さんヘ

本校の授業に関してお尋ねします。ご家庭でお話し合いの上、以下の各問いにお答えください。

問 1～ 6の 当てはまる欄にマークをしてください。問 7については、お話し合いの中でのご意見をご記入ください。

A:そ う思う B:だいたいそう思う
C:あ まり思わない D:思わない

担任 音楽 理科

V木 G村 K島

1 お子さまは授業を受けて、その内容に興味や関心
や意欲をもつようになつていますか ｏ‐

輌
枷
枷
枷
薇

0000 0000 0000 0000
2お子さまは、授業の内容が分かるようになっていま
すか Ю

崎
灘
崎
崎

ｏ

６

６

６

６

3お子さまは、授業でわからないときやもつと知りたい
とき、そのことについて教えてもらえていますか

年 お子さまは、授業は質問や発表などがしやすい雰

囲気だと感じていますか

5お子さまは、授業で頑張つたことを認めてもらえたと
思っていますか

A:そう思う B:だいたいそう思う
C:あまり思わない D:思わない

1 お子さまは授業を受けて、その内容に興味や関心
や意欲をもつようになつていますか

Ю
砧
写
Ｗ
雨
漱
聟
‐０

2お子さまは、授業の内容が分かるようになつていま
すか

3お子さまは、授業でわからないときやもっと知りたい
とき、そのことについて教えてもらえていますか

4お 子さまは、授業は質問や発表などがしやすい雰
囲気だと感じていますか

5お 子さまは、授業で頑張つたことを認めてもらえたと
思つていますか

A:そ う思う B:だいたいそう思う
C:あ まり思わない D:思わない

1 お子さまは授業を受けて、その内容に興味や関心
や意欲をもつようになつていますか ｏ‐

い
顔
い
い
顔

2お子さまは、授業の内容が分かるようになつていま
すか

3お子さまは、授業でわからないときやもつと知りたい
とき、そのことについて教えてもらえていますか

年お子さまは、授業は質問や発表などがしやすい雰

囲気だと感じていますか

5お子さまは、授業で頑張つたことを認めてもらえたと
思つていますか

7.本校の各授業 (学習内容・授業の様子…等)についてご意見
をご記入ください。

※問 1～ 6の 回答、ふだんの様子、授業参観等を参考に記
してください。
※できる限り、具体的 (教科名・状況・希望…等)に記入し
てください。

oOO  市立  □□□  小学校

6年 2組 3番 Dtt J美

保護者

■
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見本‐中学校
■

保護者・生徒の皆さまへ

本校の授業に関してお尋ねします。ご家庭でお話し合いの上、以下の各問いにお答えください。

徒の皆さんは間 1～ 6の 当てはまる欄にマークをしてください。問 7については、お話し合いの中でのご意見をご
入ください。

A:そう思う B:だいたいそう思う
C:あ まり思わない D:思わない

国語1年 数学1年 社会1年 理科1年 英語1年

Q島 T山 Eり !l D山 X山

1授業を受けて、その教科の内容をもつと学習しようと
おもいますか :■lⅢ l:

‐A B「…1卜  p¨

11 「ヽ 1.| 「ヽ
lA 3 1CriQ

A-3-C― D

lA B C l―

:壌
pl■

'I町
IF l1 1.I '「

Ⅲl:Ⅲ l,
,IBICI町
■ |―■Ⅲ

ⅢⅢ

椰

::1:4::li
lArIB ll―  D‐

A B C-1ニ

|■B C D

A B注事
ヽ
「  lF /ヽ tF

■吉、ヤ

幸1幸 1:
A― B11再ャ
熟■J■C D

|:1 li ti
,B C t

B  C  D‐

` 
ド` /ヽ IF
‐B C キ

‐ ,TC-11

11■|

2各授業を受けて、その教科の内容はわかる(でき
る)ようになりましたか

3教科の内容がわから(でき)ないときやもっと知りた
いとき、そのことについて教えてもらえますか

4授業中は、質問や発表(演技、演奏等を含む)など
がしやすい雰囲気ですか

5授 業で頑張つたことをきちんと認めてもらえますか

6

A:そう思う B:だいたいそう思う
C:あ まり思わない D:思わない

音楽1年 美術1年 体育1年 体育1年 保健1年

M川 V木 G村 Fり || G村

1 授業を受けて、その教科の内容をもつと学習しようと
おもいますか

:A 3 C_町

|■,,I
淵

|.′  IF t,′  |ゴ

■AI―■0   ,   D―

｀

` |」
「`  .|

‖輔
、‐を rヽ薫

鰍
1薫■ }

■I■0■ t

二証諄ぶ

」轟二i
' 1『 :/J(

2各授業を受けて、その教科の内容はわかる(でき
る)ようになりましたか

3教科の内容がわから(でき)ないときやもっと知りた
いとき、そのことについて教えてもらえますか

4授業中は、質問や発表(演技、演奏等を含む)など
がしやすい雰囲気ですか

5授 業で頑張つたことをきちんと認めてもらえますか

椰 A B C: 譲け ',i:i:il
=1冒
冒}6

A:そう思う B:だいたいそう思う
C:あ まり思わない D:思わない

技術1年 家庭1年

K島 D本寸

1 授業を受けて、その教科の内容をもつと学習しようと
おもいますか |1 11 Fヽ ll

権距 |
|:¨ ::

吉ずIC再町

●__h_ 1■ゴJドJ(
2各授業を受けて、その教科の内容はわかる(でき
る)ようになりましたか A B C―ニ

1寺 |:|

郡

:註:査高I
「ヽどヽ 1ヽ iヽ

簿
=[彙鳥
Ji葛F

糧:猛証『

聾長
ヽ )、

_}

鳳〓翻
3教 科の内容がわから(でき)ないときやもつと知りた
いとき、そのことについて教えてもらえますか

4授業中は、質問や発表(演技、演奏等を含む)など
がしやすい雰囲気ですか

5授 業で頑張つたことをきちんと認めてもらえますか

6

7 本校の各授業 (学習内容・授業の様子…等)についてご意見
をご記入ください。

※各教科の回答、ふだんの様子、授業参観等を参考に記入し

てください。
※できる限り、具体的 (教科名・状況・希望…等)に記入し
てください。

立         中学校

年  組  番 Ztt S美

保護者

■
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■授業アンケートの作成方法と見本 (高等学校)

授業アンケートに、全校・全教員共通の質問項目を設定します。

各校が行う授業アンケートに、全校・全教員共通の質問を2項目設定t/tす。
以下の授業アンケート項目は、講義形式・実技形式の参考例として作成したものです。

生徒自身の授業に対する取組み (質問 1・ 質問2)や、授業の様子 (質Fo03～質問7)については、各
学校が生徒の実態及び教科・科目の特性に応じた評価項目を設定することとしますが、授業に対する生徒

の意識の2Fo5(質問80質Fo39)については、全校・全教員が実施する共通の質問項目とします。

`講

華形式の授業71ンタ■―卜項目‐111‐‐||‐
■授業に対する生徒の取組■■|■|■‐|||

1催商■島纂義蓉にうしヽt‐ 1必義ヽ1彗
|1質問2■授業中|よ1集中|して先生の話を「

由揚議業σウ糧護子■|||||||||||||||||||||‐ _..._‐ ‐_| ■|■‐■‐‐■‐‐| ‐ ‐■|| ‐■■■■■■|■ ■■■ ‐ ●‐■■ ■ | |    ■ ‐  |‐
..‐ |■■|||■■■■■|・    |■ ■||■ ||||■■|■ |||■■ |■ |‐ ||■ ||| ||||

■質問3■て生徒理解テ機業の進度や難易度は自分‐にとつて適切である:|■■■■■|||
― ― ― ― ― ―IT,f封91T町|1脊甲ザ
■‐算間01(教材活用)|1先生いい |

■質問6:(授業展開)1先生の声や話し方|き

■日間171:|(授業分析)1先生は生徒の意見ヤ

質問3
質問4
質問5
質問6
質問‐7

14



見本 ―高校

授業アンケー ト回答用紙 A:よ くあてはまる     B:や やあてはまる
C:あ まりあてはまらない  D:ま ったくあてはまらない3 年 」  組 」  番  Dtt J美

f′ r Ffア ゴ
′
r7r′
′
ゴrア
rr Pゴ
ビ
ア
r

(その理由も)

国語C 国語C 社会A 社会B 数学C 数学C

Wり‖ T田 I本 I本 X山 H村

1 0000 1 0000 1 0000 1

一
Ｈ

一

1 0000 1 }QQ
2 σ
~000

2 0000
翻

蜘 2

3 0000 000Ω Q_QQ_Ω 3 脚
4 0000 0000 0000 4 )OQ
5 5 0000 0000 5 }00
6 m 0000

欄
6

０

・
・
． nQ

7 7 0000 7 0000 7 Ω QΩ Q
8 0000 0000 0000 0000 8 0000
9 田 m 爾 b 0000 9 0000
理科A 理科B 体育A 体育B 美術A 英語C

V木 V木 FJII K島 Z木 L木

1 0000 1 0000 1 0000 1 0000 1 QQQQ 1 蜘
2 0000 0000 0000 0000 2

・
Ｏ

ｒ

3 0000 0000 0_立立J 001_Ω 3 ｎｍ
4 0000 0■ Ω_Ω 4 ｎＯ上 00 0000 4

０

・・．
mm

5 0000 0000 0000 Ｏ

Ｆ OQ 5 0000 5 ０̈上
6 0000 0000 0000 0000 6

8-8-1:―:

6
【０

一 幾7 0000
岬

7

:…3‐1):
0000 0000 7 7

０

・

0000 0000 0000
9 蘭 岡 0=(洒」ひ 0■

~輌
σ000 9 0000 9 0000

情報A

F本

1 0000 1 0000 1 0000 l 000Q 1 0000 1 QQQQ
2 卿 σ000 0000 0000 2 0000 2 0000
3 囲 蘭bO 00100 3 蜘
4 0000 0000 4 幽

ｎ
〇

一 蜘
5 0000 5 0000 0000 0000 5 0000 5
6 囲 o100 0000 ∝C_On 6 m
7 0000 7 0000 7 0000

料梃
Q…QぶとΩ7 m

8 0000 0000 0000 0000 8 蜘
9 σttb 9 びて両」b 0000 0000 0000 9 0000
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資料4-1

．
一　

　

一　
　
　
日
田
製
⊃
測
測
ＩＪ
Ｏ
べ
繁
や
邸
似
姜
鵬
凛
●
一

蝉
熙
製
い
ヽ
■
●
●
に
や
邸
倒
姜
鵬
菫
＝
経
ロ
ヤ
畷
服
靭
堅
Ｏ
回
轟
駆
ヾ
刊
颯
卑
後
叫
轟
Ю
彎
Ｏ
冊
騰
ゼ
器
堅
３
↓
里
計
■
卜
ふ
λ
卜
器
堅

一
一
●
●
●

一
●
●
佃
訓
゛
卜
測
ｏ
壼
ｖ
５
，
一一一一努
掏
畔
燿
Ｏ
熙
服
器
駆

・　
一●
●
●
一

一
一
●
●

一
●
●
●
・

一
０
い
く
朧
Ｖ
二
０
早
＝
縣
冊
Ｏ
卜
が
一
二
λ
ヽ
日

０

一
一・一一“

―
‐‐
―‐‥‐‐―‐
一
く
■
．一一一一一一一一一の
一■
あ
∽

畔
岬
熙
職
器
堅

ヽ
う
■
ホ

“
・一■
く
■
一一一め

一申
一一一■
＜
■

∽

一“
一・一一一一一■
く
■
一・一・あ

一“
一一・一一一一一・一一■
一く
一■
一・一一一め

・ｍ
一一．一一一一■
く
■
．一一一一．め

・ｍ
．一一一．一・・■
く
■
一一一一・一一・め

“
・一・・‐――‐‥‐
く
■
・一一一一一め

口

・‐‐く
，
あ

“
　
‐‐‐
１‐‐‐‐
く
■
・・あ

“
一一・・一・―‐‐‐‐
‥―――
く
■
．一一一∽

ｍ

■
＜
■
一．一一一．一め
一

“
一一■
く
〓
一・あ
一

回
響
鏃
懸

詐
§
鶴

製
二
）
⊃
琲
編
ｎ
↓
Ю
卜
制
訃
や
約
Ｃ
Ｃ
草
轟
里
Ｅ
お
鞭
熱
『
製
ｐ
句
』

′ｐ
■
Ｏ
靭
駆

製
二
）
⊃
鞭
暖
却
約
Ｅ
Ю
）
北
や
受
田
争
ぶ
嵐
後
゛
製
つ
知
串

′ｐ
■
Ｏ
靭
駆

製
ｏ
彎
）
軍
口
壼
●
Ｃ
Ｃ
器
堅

製
ｏ
£
ｐ
Ｓ
口
壼
草
則
製
う
旺
駆
争
●
Ｃ
製
ヾ
ミ
抑
里
騒
畔

製
二
）
ヾ
側
後
排
理
鞭
軍
口

′）
う
懺
里
駅
挙
Ｏ
゛
製
ｐ
知
中

製
ｏ
製
腋
□
騰
ニ
ト
争
Ｄ
嗣
朴
）
ｏ
判
里
゛
製
つ
知
串

′壼
Ｉ
器
駆

製
二
ｖ
ｅ
鵬
判
く
゛
和
却
判
ＩＪ
製
ｏ
事
贋
）
器
堅
後
゛
製
つ
知
中

疑
駆

＝
恒
一〇
緩
硬
●
・■
巴
●
普
壼

世
嗣
Ｃ
●
一Ｃ
一嗣
朴

当
＝
長
●
懺
〓
瞑
挙
Ｏ
軍

怪
位
Ｃ
回
畔
．駆
．訃
‘
０
“
馴

軍
朧
姜
５
涸
Ｏ
‘
選
＝
佃
駅

収
懸
皿
ヨ
Ｏ
邸
中

堅
○

□

Ｏ

ｍ駄
○

購

○

□
照
鰹

撫
照
駆

榊
≪
萩

（邸
朴
手
く
）
熙
照
畷
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堅
　
回

駅

■

ぽ
怪
母
）
＝
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畷
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朧
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資料4-2
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＜
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収
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資料 5
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資料6

平成○〇年○月 ○○ 日

保護者の皆様

○○ ○立 ○○○○学校

校 長  ○ ○ ○ ○

授業アンケートの実施について 帥 つ

残暑の候、保護者の皆様にはますますご清祥のことと、お喜び申し上げます。日頃は本校教育に

ご理解とご協力をたまわり、誠にありがとうございます。

さて、学校には、次の世代を担う子どもたちの、学力の向上はもとより、社会の変化に十分対応

できる力を養うことが求められていることから、日々の教育活動においては、基礎的・基本的な知

識及び技能を確実に習得させるとともに、主体的に学習に取り組む態度を養うことが必要となりま

す。そのためには子どもたちにとって「魅力的な授業」「わかる授業」を行うことが重要であり、教

員が常に自らの授業を振り返り、その改善に向けて向上出を持つて取組むことが大切です。そして、

教員が自らの授業を振り返るに当たっては、子どもたちや保護者の意見、同僚教員等による授業に

関する評価を参考にするなど、多様な観点から授業を検証し、その成果や課題を踏まえた上で取組

みを進めることが重要となります。

この度、子どもたちや保護者のご意見をお間かせいただ<ことを通じて、教職員が自らの意欲・

資質能力をよリー層高めることを目的に、授業アンケートを実施することとしました。お忙しい中

恐縮ですがご協力をお願いします。

言己

1 提 出 物 :同封のマークシート
2 提出方法 :アンケー ト用紙に回答を記入し、ご署名の上、配付した封筒に入れ、封をして校

長あて提出して<ださい

* マークシートは、2Bの鉛筆や黒のサインペン等を使つて、なるべ<濃 <塗り
つSiして<ださい
* 作業の都合上、用紙を汚したり何度も折り曲げたりしないようにお願いします

3 提出期限 :平成○〇年○月○日 (○ )
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